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元王者・福島学、無敗の日本４位・三浦数馬選手と対戦！
　日本バンタム級１２位（元東洋太平洋、日本スーパーバンタム級チャンピオン）・福島学が日本スーパーバンタム級４位・三浦数

馬選手（ドリーム=１２戦１１勝５ＫＯ１分)と５月２５日（日）青森県弘前市武道館で対戦することが決まった。試合は５６Ｋｇ契約の８

回戦でメインエベントとして行われる。２月に再起戦を飾った福島は三浦を下して日本ランク上位進出を狙う。

田畑光輝(4/14)、入江一幸(4/20)が日本ランカーに挑戦！
   Ａ級の２選手がそれぞれ日本ランカーとの対戦が決定している。まず田畑光輝が４月１４日（月）後楽園ホールで日本フライ級９

位（元東洋太平洋Ｌフライ級チャンピオン）・升田貴久選手（三迫=１７勝４ＫＯ7敗３分）と５１kg契約の８回戦で対戦する。田畑は昨

年１２月の原口清一戦（僅差の判定負け）以来、２度目の日本ランク挑戦となる。そして入江 一幸が４月２０日（日）茨城県日立市

池の川体育館で日本スーパーライト級７位・加藤喜孝選手（角海老宝石=１２勝３ＫＯ２敗１分）とライト級の８回戦で対戦する。

入江は今回初の日本ランク挑戦。２選手には２００５年４月（立木正祥）以来の日本ランク獲得を期待したい。

２００８年度東日本新人王トーナメント出場選手決定！
  ２００８年度東日本新人王トーナメント出場選手が決まった。今年度は今関佑介（６戦２勝４敗）がフェザー級で中野真佐人（２戦

２勝２ＫＯ）がスーパーライト級でそれぞれ出場することが決まった。ともに今回が初出場となる。２選手には中澤純一（１９９５年

度スーパーフェザー級）以来、ジム１３年ぶり東日本新人王のタイトル及び初の全日本新人王獲得への期待がかかる。

猪﨑かずみ、田中冴美がＪＢＣ認定のプロテスト合格！
　日本女子ボクシング協会認定フライ級チャンピオンの実績を持つ猪﨑かずみが２月２８日（木）後楽園ホールで行われた第１回

日本ボクシングコミッション（以降ＪＢＣと称す）認定女子プロテストのＢ級ライセンス受験をして合格した。現時点ではＪＢＣ認定プ

ロボクサーの中では最年長（４５歳）となる猪﨑は今後、花形ジム所属として最終目標である世界タイトル奪取を目指す。

　そして１週間後の３月６日（木）後楽園ホールで行われた第２回プロテストでは田中冴美がＣ級ライセンス受験をして合格。これ

により花形ジム所属の女子プロボクサーは２名となった。

【ＴＶ情報】 ジム選手がＮＨＫドキュメンタリー番組に出演
　ＮＨＫドキュメント番組「にっぽんの現場」サブタイトル「負け続けてもなお… ～連敗ボクサーが闘う理由～」に花形ジムの選手

が出演する。放映日時は４月１９日（土）、２２時２５分～２２時５４分でＮＨＫ総合テレビで放映されます。内容は負け続けてもあ

きらめず、朝はロードワーク、日中は仕事に夜はジムワークを重ね勝利を目指す選手達の数ヶ月に及ぶ密着ドキュメント。

　Ａ級・佐藤昭、Ｂ級・田村啓を中心にＣ級・小野成大、須山草平の合計４選手が取り上げられている構成になっている。

※放映日、放映時間については変更になる場合もありますので御注意下さい。

元東洋太平洋、日本王者・福島学、ジム移籍初勝利飾る！
　２月２８日（木）後楽園ホールで行われた、日本バンタム級１０位（元東洋太平洋、日本ｽｰﾊﾟｰﾊﾞﾝﾀﾑ級チャンピオン）福島学VS

池田光正選手（角海老宝石）のフェザー級８回戦。序盤からテクニックで上回る福島が池田選手の攻撃力を封じるパターンに持ち

込み終始危なげの無い内容で３－０（80-74、80-74、80-73）の判定勝ちを収め、２戦目でジム移籍初勝利を飾った。

　福島は４２戦３１勝１９ＫＯ８敗３分。一方、池田選手は２８戦１３勝９ＫＯ１２敗３分に。

　尚、この日は「第１回花形スペシャルファイト」として全６試合が行われ、前座に出場した鎌田剛幸、小野 心、中川健司の３人は

勝利を挙げたが、佐藤昭、伊藤圭太の２人は惜しくも判定負けで勝利はならなかった。

◇試合予定　　田畑光輝（4/14)、入江一幸（4/20)、立木以来の日本ランク奪取に挑む！
日付 場所 選手名 戦績 ラウンド クラス等

  ４月１４日（月）  後楽園ホール  田畑 光輝  １４戦７勝４敗３分   ８回戦  51.0ｋｇ契約（日本9位と対戦）

  ４月２０日（日）  日立市池の川体育館  入江 一幸  １２戦８勝３敗1分   ８回戦  ライト級（日本7位と対戦）

  ５月２５日（日）  青森県弘前市武道館  福島　 学 ４２戦３１勝１９ＫＯ８敗３分  ８回戦  56.0ｋｇ契約（日本4位と対戦）

※選手の負傷等により試合が中止及び延期になる場合もあります。あらかじめご了承下さい。



◆試合結果（3月29日迄） 鎌田、Ａ級初戦を飾る！　中川、再戦制しＡ級昇格！　
日付・場所 試合名・階級 選手名 結果 対戦相手

  1月31日（木）後楽園 ４回戦・56.3ｋｇ契約  今関 佑介  ○４回判定勝ち  木村武翔（イマオカ）

・2008年度ジムトップバッターの今関。一進一退の攻防の中でむかえた最終回で貴重なダウンを奪い3-0の判定勝ち！新人王戦に出場する。2勝4敗

  2月28日（木）後楽園 ６回戦・フェザー級  中川 健司  ○６回判定勝ち  内山 卓也（Ｆ・Ｉ）

・A級昇格王手の中川。序盤、右を中心とした攻めで優勢に進める。中盤やや反撃許すも後半は距離を取る戦いに終始し、3-0の判定勝ち！7勝2ＫＯ2敗1分

  2月28日（木）後楽園 ６回戦・Lフライ級  小野   心  ○６回判定勝ち  大内 淳雅（角海老宝石）

・約３年ぶり実戦の小野心。ブランクの影響からか前半はややパンチをもらうも、中盤からは手数で押し切る展開に持ち込み、2-0の判定勝ち！9勝2ＫＯ2敗

  2月28日（木）後楽園 ６回戦・Ｓバンタム級  伊藤 圭太  ●６回判定負け  橋本 浩次（国際）

・A級昇格王手の伊藤。この日は動きが重く、パンチも大振りが目立ち中々ヒット出来ない。終始相手のペースになってしまい0-3の判定負け。5勝1ＫＯ6敗1分

  2月28日（木）後楽園 ８回戦・フェザー級  鎌田 剛幸  ○６回負傷判定勝ち  鈴木 　 淳（ランド）

・初のA級戦となった鎌田。初回ダウンを奪い以降も着実にポイントを重ねる。相手の負傷により６回迄の採点となったが、3-0の判定勝ち！8勝1ＫＯ3敗3分

  2月28日（木）後楽園 ８回戦・フェザー級  佐藤   昭  ●８回判定負け  安田 和芳（津軽山龍）

・Ａ級初勝利が欲しい佐藤。フットワークを使いながら巧く戦っていたが、攻撃がもう一つ出ず相手の派手なパンチが評価され0-3の判定負け。6勝1ＫＯ13敗

  2月28日（木）後楽園 ８回戦・フェザー級  福島　 学  ○８回判定勝ち  池田 光正（角海老宝石）

・昨年JBスポーツから花形ジムへ移籍し、２戦目にして移籍後初勝利を挙げた福島。5/25の三浦戦（日本4位)で日本上位進出を狙う。31勝19ＫＯ8敗3分

  3月 1日（土）後楽園 ６回戦・バンタム級  田村   啓  ●６回判定負け  山口 桂太（八王子中屋）

・A級昇格王手の田村。序盤は完全にペースを握っていたが、中盤以降相手の手数に押される場面が多くなり惜しい1-2の判定負け。5勝2ＫＯ13敗1分

  3月 2日（日）新宿 ４回戦・バンタム級  星野 達哉  ○４回判定勝ち  関    和也（帝拳）

・デビュー戦ながらこれが最初で最後のリングとなる星野。初回から持ち前のフットワークで出入りの激しいボクシングでポイントを重ね3-0の判定勝ち！1勝

  3月 2日（日）新宿 ４回戦・バンタム級   直   太郎  ●４回判定負け  金子 臣雨（帝拳）

・初勝利が欲しい直太郎。２回にダウンを奪われ、以降何とか頑張ってラウンドを重ねたがポイントを取るまでには至らず0-3の判定負け。2敗

  3月29日（土）幕張 ４回戦・ウェルター級  宮川カツオ  ●４回判定負け  山田 智也（協栄）

・初勝利が欲しい宮川。初回こそ打って離れてのボクシングを展開していたが、２回以降接近戦での打ち合いでポイントを失ってしまった。3敗

※２月１８日（月)、後楽園ホールで行われる予定だった、日本スーパーバンタム級１位（元日本同級チャンピオン）・木村章司VS

日本同級２位・瀬藤幹人選手（協栄）戦は木村がスパーリング中に負傷したため、６月１６日（月）に延期となりました。（詳細次号）

　尚、最新（３月２５日発表）の日本ランキングでは木村が１位⇒２位、瀬藤選手が２位⇒１位になっている。

□ジムから誕生した歴代日本ランカー（○内はランカーになった順番）
選手名  最高位ランク等（現役選手はこれまでの最高位）

①伯耆  淳  日本スーパーフライ級３位（日本タイトル１度挑戦）

②高倉 敬典  日本スーパーフェザー級６位（日本タイトル１度挑戦）

③北澤 鈴春  日本スーパーフライ級チャンピオン

④高橋 建一  日本ライトフライ級１位 （日本タイトル１度挑戦 ）     

⑤和田 茂雄  日本ライト級３位

⑥岡田 明広  日本フライ級チャンピオン

⑦星野敬太郎  ＷＢＡ世界ミニマム級チャンピオン  日本ミニマム級チャンピオン

⑧原田 好昭  東洋太平洋バンタム級１０位  日本スーパーバンタム級９位

⑨井上 雄介  日本バンタム級８位

⑩斎藤  真  日本スーパーフェザー級７位

⑪菊井 徹平  現役選手：日本スーパーフライ級チャンピオン（世界タイトル１度挑戦 ）

⑫木村 章司  現役選手：日本スーパーバンタム級チャンピオン

⑬片渕 剛太  日本フェザー級８位

⑭立木 正祥  日本バンタム級８位（日本タイトル１度挑戦 ） 

※福島　学  現役選手：東洋太平洋、日本Ｓバンタム級チャンピオン （世界タイトル１度挑戦 ）

※福島学は昨年ジムへの移籍時点で既に東洋太平洋、日本スーパーバンタム級チャンピオン経験者の日本ランカー。
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